第２回ITC中部理事会　議事録

2002.7.11(木)

作成：石井成美

　　　　　　　　　　　　　署名人：三宅順之
日　時：2002年7月10日（水）　18:15～21:00

場　所：：㈱CTI　日本生命笹島ビル５F　５－１会議室

出席者：１４名出席　（※順不同）

（川崎昇嗣，矢口隆明，関口幸一，三宅順之，井上新，水口和美，江坂昭，森本雄一，杉山浩一，池山昭夫，磯部秀敏，小玉貴之，日比政博，石井成美)

敬称略
1． 開会

　今後理事会の司会は、三宅専務理事が行い、川崎会長が議長を務める

2． 理事会運営のファンダメンタルについて

　資料「第２回理事会」をもとに三宅専務理事より説明

前提

集合時間は、１５分前とする

遅刻に関しては事務局長まで（水口：０９０－７６１８－４４５１）連絡すること

運営方法

　１５分　伝達事項

　９０分　議事進行

　　１５分　次回までのアクティビティ確認

　　５Ｗ１Ｈを明確にして終了

プロジェクターにて議事進行

　議案や報告事項はプロジェクターにて前日までに事務局長へ

組織として、会員は、必ずいずれかの委員会に属してもらう

　毎月第三水曜日に理事会を開く

　毎月第二金曜日に役員会を開く

　例会は年4回，総会は目安として４月第三週に行う

役員会は、会長、副会長、専務理事、事務局長の５名にて構成する

電子決済

　電子承認のルールづくり

　なぜ賛成なのか、なぜ反対なのかのコメントをすること

　メールは、テキスト形式にて２４時間以内に返事をすること

名刺作成ソフトはｅｇｒｏｕｐｓ［rijikai］の共有フォルダーに格納し流用可能としてある

３．水口事務局長からの入会＆会費振込み状況の報告

　入会申込者：６５名，会費振込み者；２５名（７月７日現在）

　７月１０日以降に、ＭＬを使って会費振込みの督促を行っていく

４，各委員会からの活動計画報告

委員会の理事は、委員長，副委員長とし、それ以外の委員は担当とする

（１）ポイント事業・会員交流委員会

　資料「ポイント事業・会員交流委員会　活動計画案」をもとに杉山理事より説明

　以下の内容を踏まえ、事業計画案に対して理事会にて承認された

　委員会名称：ポイント事業・会員交流委員会

委員長：町田理事、副委員長：日比喜博理事，杉山理事
　委員会の目的：①ＩＴＣ資格維持に必要な知識ポイントの情報と獲得支援

　　　　　　　　②ＩＴＣノウハウの研鑽、維持、向上を目的とした研究会、研修会の実施

　　　　　　　　③会員相互の情報交換と交流およびネットワークづくりの支援

　具体的な活動内容：①例会（ＩＴＣ実務セミナー）

　　　　　　　　　　②自主勉強会（研究分科会）

　　　　　　　　　　③ポイント情報提供

　　　　　　　　　　④懇親会

　　　　　　　　　　⑤会員獲得

委員会活動をするには、3名の委員では厳しいので必要と考える人数を試算して、委員の増員を検討する

委員会・理事会の活動をポイント獲得できないかを調査する→ITCA

　例会は、春夏秋冬各一回づつ開催する

本年度は３回を目標に、初回は９月ごろを予定する

　　例会の後にアンケート調査（会員の満足度調査）も行う方向で検討する

（２）渉外広報委員会

　資料「渉外広報委員会活動計画案」をもとに日比政博理事より説明

　以下の内容を踏まえ、再度委員会で検討し、次回再度報告することになった

　委員会名称：渉外広報委員会
委員長：和澤理事、副委員長：日比政博理事，熊澤理事
　委員会の目的：行政機関、企業に対するＰＲ活動およびその窓口 

　具体的な活動内容：愛知県中小企業振興公社、（財）岐阜県産業経済振興センター、

（財）三重県産業支援センター、各市町村の商工会議所、商工会に対するＰＲ活動

　行政機関、企業に対するＰＲ活動及びその窓口とは、専務理事からの依頼を受けて活動とする

　当面は、愛知・岐阜・三重を対象としているが、他地区のＩＴＣ組織との連携を図ることを目的に追加

　役割としてＰＲ活動の方法，場を模索することを検討して欲しい

（３）マーケット委員会

　資料「業務企画委員会活動計画案」をもとに池山理事より説明

　以下の内容を踏まえ、役割を見直すことで理事会承認された

　委員会名称：業務企画委員会
委員長：池山理事、副委員長：磯部理事，小玉理事
　委員会の目的：マーケット開拓 企画

　具体的な活動内容：ＩＴＣマーケットを開拓するための企画を行い、ビジネスとしてはＩＴＣＣを活用

　委員会より上程された事業計画について、活発な意見交換がなされたが採決には至らず、まずは全体の方向性を示す上でITC中部としてビジネスを受けるのかどうかを決めるのが先決であり、以下の基本方針が採択により決定した。
　　①中長期的な視野に立ってビジネスを受けていけるようになるためビジネスモデルを検討すべき

　②１年以内は、ＩＴＣ中部のメンバーに仕事を取っていくことをミッションとはしない

ＩＴＣ中部のビジネスモデルを考えることから始めるべきである

５，事務局からの活動計画報告

　資料「事務局活動計画案」をもとに水口事務局長より説明

　詳細は、ＭＬにて紹介することになった

　事務局担当（役割分担）： ①会計・会員ＰＲ情報収集：森本理事

②法人化検討･イベント立会い情報収集：江坂理事

③会員管理・会員ＤＢ・会員ＰＲ情報収集：石井

④ＭＬ＆ＨＰ・理事会･役員会：水口事務局長

　ＩＴＣ中部ＨＰの充実：①各種団体へのリンク・・・理事会承認

②賛助会員・協賛企業へのリンク・・・理事会承認

③ＩＴＣナビゲータ構築

経理運用規定：資金の精算は、毎月一回の理事会にて、ただし１万円を超える資金は振込みにおいて

精算するものとする　他

　

以　上










